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日
本
学
術
会
議
に
よ
る
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い
て
」
の
提
言
に
於
け
る
国
の
今
後
の
活
用

姿
勢
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
は
、
内
閣
府
原
子
力
委
員
会
委
員
長
名
で
日
本
学
術
会
議
会
長
に
対
し
て
、
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
に
関
す

る
取
組
み
に
つ
い
て
」
の
審
議
を
依
頼
し
、
こ
れ
ま
で
日
本
学
術
会
議
は
様
々
な
検
討
を
し
た
上
、
提
言
を
打
ち
出
し
て
き
て

い
る
。

今
後
、
国
と
し
て
こ
れ
ら
の
検
討
内
容
や
提
言
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、
極
め
て
重

要
な
こ
と
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

日
本
学
術
会
議
が
こ
れ
ま
で
検
討
し
打
ち
出
し
て
き
て
い
る
提
言
に
つ
い
て
、
国
は
そ
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど

の
よ
う
な
認
識
を
も
つ
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
、
国
は
日
本
学
術
会
議
の
提
言
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

日
本
学
術
会
議
が
提
言
し
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
現
在
六
ヶ
所
村
で
「
三
十
年

一



か
ら
五
十
年
の
期
間
で
一
時
貯
蔵
」
と
は
違
う
一
定
の
暫
定
期
間
に
、
「
数
十
年
か
ら
数
百
年
」
の
「
暫
定
保
管
」
と
い
う

考
え
方
を
提
言
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
青
森
県
は
あ
く
ま
で
も
「
三
十
年
か
ら
五
十
年
」
と
い
う
一
時
貯
蔵
を
受
け
入
れ
、
何
度
も
政
府
と
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
る
が
、
「
暫
定
保
管
」
が
今
後
検
討
さ
れ
て
い
く
と
す
れ
ば
、
六
ヶ
所
村
、
そ
し
て
青
森
県
以
外

で
の
場
所
で
よ
い
の
か
。
国
は
、
「
暫
定
保
管
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


